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70
名
が
参
加
し
た
青
森
年
金
一
揆

昨
年
の
全
国
一
斉
労
働
相
談

＝
お
知
ら
せ
＝

大
局
か
ら
衆
議
院
選
挙
を
見
る

議
長
　
奥 

村 

　 

榮

　

世
の
中
に
は
、
包
丁
職
人
が

た
く
さ
ん
い
る
。
包
丁
を
作
る

人
、
包
丁
を
使
っ
て
仕
事
を
す

る
人
、
そ
の
ど
ち
ら
も
包
丁
の

怖
さ
を
十
分
に
知
っ
て
い
て
、

当
然
、
作
業
に
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
包
丁

職
人
と
し
て
、
ご
く
当
た
り
前

の
態
度
だ
と
思
う
。
も
し
、
包

丁
の
怖
さ
を
知
ら
ず
に
、
職
人

ぶ
っ
た
扱
い
を
始
め
た
ら
ど
う

な
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
は
も
ち

ろ
ん
、
周
り
の
人
た
ち
も
危
険

に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
を
書
い

た
か
と
い
う
と
。
そ
れ
は
、
今

回
の
選
挙
の
中
で
、
国
の
立
法

機
関
の
一
員
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
軽
く
考
え
す
ぎ
て
い
る
、

地
位
欲
や
名
誉
欲
を
満
た
す
こ

と
し
か
考
え
て
い
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
の
？
み
た
い
な
議
員
が
多

く
目
に
つ
い
た
こ
と
。
い
ま
に

限
っ
た
話
し
で
は
な
い
が
、
包

丁
よ
り
危
険
な
も
の
を
手
に
し

仕
事
を
す
る
と
い
う
自
覚
が
本

当
に
あ
る
の
か
と
本
気
で
腹
が

立
っ
た
。
ま
あ
、
そ
う
さ
せ
て

い
る
責
任
は
我
々
に
も
多
分
に

あ
る
の
だ
ろ
う
が
。

　

総
選
挙
が
終
わ
り
、
憲
法
改

正
に
賛
成
の
意
見
を
も
つ
人
が

与
野
党
合
わ
せ
て
８
割
に
達
す

る
事
態
と
な
っ
た
。
一
方
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
市
民
」
の

存
在
を
感
じ
取
れ
た
こ
と
は
大

き
な
収
穫
だ
。
こ
の
流
れ
を
ホ

ン
モ
ノ
に
で
き
る
か
ど
う
か
…

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
一
人
ひ

と
り
が
い
ろ
ん
な
形
で
行
動
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
大
切
だ
と
思
う
。　
（
ノ
リ
）

年金の改悪を許さない！
青森・八戸・弘前で年金一揆

深
刻
な
労
働
者
い
じ
め

全
国
一
斉
労
働
相
談

　

選
挙
結
果
は
、
自
公
で
憲
法

改
正
発
議
が
で
き
る
３
分
の
２

の
３
１
０
を
上
回
る
３
１
３
議

席
、
補
完
勢
力
で
あ
る
希
望
の

党
と
維
新
を
足
す
と
４
分
の
３

を
確
保
す
る
と
い
う
危
機
的
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
詳

細
に
見
る
と
自
公
政
権
と
補
完

勢
力
の
根
本
的
弱
点
が
見
え
て

く
る
。
安
倍
首
相
は
与
党
で
過

半
数
の
２
３
３
議
席
獲
得
を
目

標
に
掲
げ
た
。
そ
れ
は
現
有
議

席
３
１
８
を
85
議
席
下
回
る
非

常
に
低
い
目
標
で
あ
る
。
理
由

は
、
森
友･

加
計･

日
報
疑
惑

へ
の
国
民
の
強
い
批
判
で
、
都

議
選
で
自
民
党
は
現
有
57
議
席

を
半
減
以
下
と
す
る
23
議
席
へ

反
対
、
秘
密
保
護
法
、
安
保
法

制
、
共
謀
罪
の
白
紙
撤
回
、
原

発
ゼ
ロ
な
ど
で
合
意
し
、
真
の

共
闘
態
勢
が
確
立
し
た
。
選
挙

の
構
図
は
「
自
公
と
補
完
勢

力
」
対
「
市
民
と
野
党
共
闘
」

と
の
対
決
と
い
う
対
決
軸
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
希
望
の
党
に

よ
る
野
党
統
一
の
分
断
、
反
民

主
的
な
選
挙
制
度
で
あ
る
小
選

挙
区
制
に
よ
っ
て
、
圧
倒
的
に

自
民
党
に
有
利
な
情
勢
が
つ
く

ら
れ
た
。
野
党
統
一
の
分
断
を

受
け
、
自
民
党
幹
部
は
「
前
原

さ
ま
さ
ま
、
小
池
さ
ま
さ
ま
」

と
語
っ
た
。
我
々
は
真
の
敗
北

を
喫
し
た
の
か
？
野
党
統
一
候

補
勝
利
の
た
め
、
共
産
党
は
67

の
小
選
挙
区
で
候
補
を
下
ろ

し
、
社
民
党
、
立
憲
民
主
党
と

共
に
、
野
党
統
一
候
補
当
選
に

真
剣
に
努
力
し
た
。
枝
野
氏
の

決
意
を
多
く
の
国
民
が
支
持

し
、
小
選
挙
区
だ
け
で
は
な

く
、
比
例
で
も
大
き
く
得
票
を

伸
ば
し
た
。
反
動
で
共
闘
し
た

共
産
と
社
民
は
得
票
を
減
ら
し

た
が
、
「
自
公
と
補
完
勢
力
」

対
「
市
民
と
野
党
共
闘
」
と
の

対
決
軸
か
ら
見
る
と
、
自
公
は

５
議
席
減
、
希
望
と
維
新
が
10

議
席
減
に
対
し
て
、
真
の
野
党

で
あ
る
共
産
党･

社
民
党･

立

憲
民
主
党
は
31
議
席
増
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
市
民
と

野
党
共
闘
で
あ
る
共
産
党･

社

民
党･

立
憲
民
主
党
と
の
強
固

な
連
帯
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
大
き
な
確
信
を
持

ち
、
９
条
改
憲
阻
止
を
核
に
歴

史
的
闘
い
を
前
進
さ
せ
て
行
く

こ
と
が
ま
さ
に
今
求
め
ら
れ
て

い
る
。
（
２
０
１
７
年
10
月
23

日
）

と
歴
史
的
敗
北
を
喫
す
る
と
と

も
に
、
内
閣
支
持
率
も
支
持
37

％
、
支
持
し
な
い
43
％
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
世
論
調
査
）
と
不
支
持
が
支

持
を
上
回
り
、
勝
敗
の
ハ
ー
ド

ル
を
大
幅
に
下
げ
た
の
で
あ
る
。

直
前
に
な
っ
て
、
前
原
民
進
党

代
表
と
小
池
都
知
事
は
、
希
望

の
党
の
立
ち
上
げ
と
民
進
党
立

候
補
者
は
全
員
希
望
の
党
か
ら

出
馬
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
。
小

池
氏
は
安
保
法
制
（
戦
争
法
）

と
９
条
を
含
む
憲
法
改
正
に
賛

成
す
る
こ
と
を
踏
み
絵
に
民
進

党
議
員
を
選
別
。
枝
野
氏
は
納

得
で
き
ず
立
憲
民
主
党
を
結
成

し
、
市
民
連
合
と
共
産･

社
民

･

立
憲
民
主
が
憲
法
９
条
改
正

　

10
月
13
日
に
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
・
長
時
間
労
働
根
絶
」
と
銘

打
っ
て
全
国
統
一
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
ま
し

た
。
事
前
の
宣
伝
活
動
と
し

て
、
チ
ラ
シ
１
５
０
０
枚
を
印

刷
、
５
回
の
街
宣
で
１
０
０
０

枚
配
付
、
各
地
区
労
連
に
は
デ

ー
タ
を
送
信
し
増
刷
の
上
地
域

へ
の
配
付
行
動
を
要
請
し
ま
し

た
。
記
者
ク
ラ
ブ
に
投
げ
込
み

を
し
た
と
こ
ろ
東
奥
日
報
で
事

前
の
宣
伝
記
事
を
掲
載
し
て
い

た
だ
き
、
当
日
の
取
材
も
記
事

に
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
最
近
の
傾
向
と

し
て
は
、
残
業
代
未
払
い
、
パ

ワ
ハ
ラ
、
労
働
時
間
・
休
暇
問

題
が
特
に
目
立
っ
て
お
り
、
パ

ワ
ハ
ラ
に
関
連
し
た
メ
ン
タ
ル

不
全
・
疾
患
も
増
え
て
い
ま

す
。
当
日
の
相
談
も
休
憩
・
休

業
を
含
む
労
働
時
間
管
理
、
残

業
代
・
割
増
賃
金
未
払
い
が
中

心
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
電
通

の
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
が
長
時
間

労
働
の
挙
句
過
労
自
殺
し
、
働

き
方
改
革
が
論
議
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
野
放
し
だ
っ
た

労
働
時
間
を
規
制
す
る
た
め
と

称
し
て
カ
ロ
ー
シ
ラ
イ
ン
の

１
０
０
時
間
に

未
満
と
言
う
言

葉
を
つ
け
て
安

倍
政
権
は
決
着

を
つ
け
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

月
９
９
・
９
時

間
の
残
業
や
、

年
間
９
６
０
時

間
の
残
業
ま
で

認
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
先

の
「
森
友
・
加

計
疑
惑
隠
し
解

散
」
で
は
こ
の

　
今
年
は
名
称

を
「
年
金
一

揆
」
と
統
一
し

て
全
国
各
地
で

取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
中
央
は

「
年
金
フ
ェ
ス

タ
」
と
称
し
て

10
月
20
日
、
千

人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な

っ
た
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
に
、「
む
し
ろ
旗
川

柳
」
で
選
ば
れ
た
東
青
支
部
の

門
倉
昇
さ
ん
の
「
何
故
け
ず
る

我
が
命
綱
低
年
金
」
の
垂
れ
幕

が
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
県
は
10
月
17
日
、「
17
年

年
金
一
揆
八
戸
集
会
」
が
開
催

さ
れ
、
年
金
者
組
合
や
労
働
組

合
、
女
性
団
体
な
ど
か
ら
50
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
青
森
年
金

裁
判
弁
護
団
の
橋
場
丈
俊
弁
護

士
が
「
年
金
裁
判
の
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
講

演
、
年
金
裁
判
の
概
略
と
意
義

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
年
金
者
組
合
東
青
支
部
は
広

く
他
団
体
に
も
呼
び
か
け
て
10

月
25
日
、「
年

金
一
揆
」
青
森

集
会
を
開
催
、

70
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
集
会

は
支
部
の
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
ひ
こ
ば

え
」
の
「
青
い

空
は
」「
沖
縄

を
返
せ
」
な
ど

の
歌
声
で
始
ま

り
ま
し
た
。
柳

谷
委
員
長
の
開

会
挨
拶
に
続
い
て
県
本
部
千
代

谷
委
員
長
、
支
援
す
る
会
小
池

会
長
の
連
帯
の
挨
拶
、
集
会
宣

言
の
採
択
後
、
市
内
を
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。
弘
前
地
区
で
も

同
日
40
名
の
参
加
で
「
年
金
一

揆
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

労
働
法
制
改
悪
も
争
点
隠
し
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
労
働
者

の
敵
と
の
闘
い
も
私
た
ち
の
大

き
な
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。

（
今
副
議
長
）

●
憲
法
講
演
会

と
き　

11
月
12
日
㈰　

14
時

と
こ
ろ　

弘
前
市
観
光
館

　
　
　
（
弘
前
市
下
白
銀
町
）

主
催　

県
９
条
の
会
等
９
団
体

講
師　

伊
藤
千
尋
（
９
条
の
会

世
話
人
・
元
朝
日
新
聞

記
者)

演
題　
「
世
界
か
ら
見
た
日
本

国
憲
法
９
条
の
意
義
を

考
え
る
」

●
過
労
死
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
き　

11
月
18
日
㈯　

14
時

と
こ
ろ　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

講
演　

弁
護
士
・
斎
藤
裕（
秘
密

保
護
法
対
策
本
部
長
）

「
医
師
の
働
き
す
ぎ
を

　
　
　
　

ど
う
改
善
す
る
か
」
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第324回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
12
月
15
日

●
発
表
＝
１
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
324
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
322
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
《
答
え
》
①
左
の

ト
ン
ボ
②
右
の
帽
子
③
ス
カ

ー
フ
④
右
の
女
性
の
足
⑤
ス

カ
ー
ト
⑥
ポ
シ
ェ
ッ
ト
⑦
左

の
男
性
の
ズ
ボ
ン

《
当
選
者
》
13
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。
原
幸
子

（
年
金
者
組

合
）
、
飯
田
敏

成
（
建
交
労
岩

手
農
林
支
部
）
、

都
谷
森
孝
子

（
年
金
者
組

合
）
、
成
田
夏

彦
（
年
金
者
組

合
）
、
中
村
龍

平
（
建
交
労
）

全労連共済

 
県労連新聞に掲載する際は 
８０％に縮小してご使用ください。 

生命・医療・火災・自動車・・・

労働組合の助け合い共済。

民間保険と違い、営利目的ではない。

だから、「小さな掛金」で「大きな保障」が実現。

問い合わせは県労連に ☎

ュ
ー
ｉ
ｎ
夜
越
山
」
が
開
催
さ

れ
下
北
・
上
十
三
・
三
八
・
中

南
・
東
青
の
各
地
区
か
ら
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
３
台
や
自

家
用
車
な
ど
で
過
去

最
高
の
１
５
０
名
が

参
加
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
毎
年
、

青
森
生
存
権
裁
判
を

支
援
す
る
会
が
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
新
た
に
生
活

保
護
費
削
減
反
対
の

「
青
森
い
の
ち
の
と

り
で
裁
判
」
と
「
青

森
年
金
裁
判
」
の
勝

利
を
め
ざ
す
２
つ
の

　

10
月
８
日
、
平
内
町
夜
越
山

公
園
で
秋
晴
れ
の
中
、
「
広
が

れ
笑
顔
！
１
７
秋
の
バ
ー
べ
キ

総
選
挙
�
10
月
10
日
公
示

22
日
投
開
票
。作
家
の
あ
さ
の

あ
つ
こ
さ
ん
が
「
今
度
の
解
散

は
、安
倍
さ
ん
の
安
倍
さ
ん
に

よ
る
安
倍
さ
ん
の
た
め
の
自
己

保
身
解
散
で
す
」と
言
っ
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
う
で
す
。国
民

を
置
き
去
り
に
し
た
政
治
。も

り
か
け
の
次
は
た
ぬ
き
で
す
。

（
長
内
幸
子
・
建
交
労
家
族
）

十
五
夜
さ
ん
前
日

兵
庫
県
の
友
人
か
ら
直
径
15
㎝

ほ
ど
も
あ
る
竹
で
造
っ
た
花
器

が
届
き
ま
し
た
。早
速
ス
ス
キ

を
生
け
て
「
風
邪
が
早
く
治
り

ま
す
よ
う
に
」と
十
五
夜
さ
ん

と
友
人
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

（
都
谷
森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

秋
の
日
は

つ
る
べ
落
と
し
。あ
っ
と
い
う

間
に
暗
く
、寒
く
な
り
ま
す
。今

の
情
勢
も
同
じ
。ち
ょ
っ
と
時

間
が
た
つ
と
ま
っ
た
く
違
う
情

況
に
！
目
先
の
変
化
、ご
ま
か

し
に
は
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
気

を
付
け
な
く
て
は
！
さ
あ
選
挙

だ
！
（
鎌
田
文
子
・
年
金
者
組

合
）

突
然
の
衆
院
冒
頭
解
散

丁
寧
に
説
明
す
る
と
言
っ
て
お

き
な
が
ら
全
く
説
明
責
任
を
果

た
さ
ず
、仕
事
人
内
閣
も
仕
事

せ
ず
、聞
こ
え
の
い
い
こ
と
を

並
べ
て
選
挙
を
し
、終
わ
れ
ば

憲
法
改
正
を
強
引
に
進
め
よ
う

と
す
る
の
は
誰
の
目
に
も
明
ら

か
。国
民
は
ア
ベ
が
考
え
て
い

る
ほ
ど
バ
カ
で
は
な
い
こ
と
を

思
い
知
ら
せ
て
や
る
。（
中
道
博

章
・
年
金
者
組
合
）

11
月
に
な
れ
ば

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
ま
す
。き
っ
と

忙
し
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。み
な
さ
ん
早
目
に
受
け
ま

し
ょ
う
ネ
。（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま

り
）

今
年
の
栗
は

虫
食
い
だ
ら
け
。栗
拾
い
ど
こ

ろ
か
イ
ガ
か
た
づ
け
で
忙
し
い

で
す
。自
然
界
が
病
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
（
柳
谷
光
子
・

年
金
者
組
合
）

臨
時
国
会
冒
頭
で

衆
議
院
解
散
か
。こ
ん
な
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。ク
イ
ズ

の
答
え
が
載
る
頃
、ど
う
な
っ

て
る
ん
だ
ろ
う
？ 

（
細
川
弘

彦
・
年
金
者
組
合)

　

10
月
20
日
、
青
森
年
金
裁
判

第
６
回
口
頭
弁
論
が
青
森
地
裁

で
開
催
さ
れ
、
原
告
７
名
と
傍

聴
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
次

回
は
来
年
の
１
月
19
日
14
時
開

廷
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
短

時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。
次
回

は
原
告
の
求
釈
明
に
対
す
る
被

告
の
回
答
に
つ
い
て
尋
問
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

口
頭
弁
論
が
終
了
後
、
県
教

育
会
館
で
報
告
集
会
が
開
催
さ

れ
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
千

代
谷
原
告
団
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
横
山
弁
護
団
長
が
裁
判

の
内
容
と
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
求
釈
明

に
対
す
る
被
告
の
回
答
文
書
を

年
内
に
原
告
団
に
提
出
し
た

い
、
傍
聴
席
を
満
杯
に
し
て
ほ

し
い
、
原
告
の
意
見
陳
述
書
の

書
き
方
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
た
い
と
提
起
し
ま
し
た
。

　

檜
山
事
務
局
長
は
、
裁
判
の

二
つ
の
裁
判
勝
利
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

年
金
裁
判

第
６
回
口
頭
弁
論

い
の
ち
の
と
り
で

第
２
回
口
頭
弁
論

「
支
援
す
る
会
」
が
合
同
で
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

集
会
で
は
両
裁
判
の
原
告
の

紹
介
と
決
意
表
明
が
あ
り
、
各

団
体
か
ら
歌
や
踊
り
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
会
費
は
千
円

で
す
が
、
豚
汁
・
焼
き
そ
ば
・

焼
き
イ
カ
・
焼
き
鳥
・
焼
肉
・

お
に
ぎ
り
・
ホ
ル
モ
ン
鍋
な
ど

の
食
べ
物
、
酒
・
生
ビ
ー
ル
・

焼
酎
・
ワ
イ
ン
の
飲
み
物
な
ど

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。
参

加
者
は
食
べ
な
が
ら
飲
み
な
が

ら
楽
し
く
交
流
、
裁
判
勝
利
の

県内各地から１５０名参加

と
　
き　

12
月
3
日
㈯
14
時

と
こ
ろ　

　

ア
ピ
オ
あ
お
も
り
大
研
修
室

案
　
件　

　

①
17
春
闘
方
針
案

　

②
役
員
補
充
選
挙

　

③
そ
の
他

評
議
員
定
数　

30
名

組
織
定
数　
　

22
組
織

懇
親
会　

会
費
４
千
円

た
め
に
決
意
を
固
め
合
い
ま
し

た
。
最
後
に
奥
村
県
労
連
議
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
ま

し
た
。

傍
聴
、
１
万
筆
の
要
請
署
名
の

推
進
、
会
員
の
拡
大
な
ど
行
動

提
起
し
ま
し
た
。
な
お
、
意
見

陳
述
書
の
書
き
方
の
説
明
会
は

11
月
７
日
13
時
、
県
教
育
会
館

で
開
催
し
ま
す
。

第
34
回
県
労
連

評
議
員
会

　

10
月
25
日
、「
い
の
ち
の
と

り
で
裁
判
」
の
第
２
回
口
頭
弁

論
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
傍
聴
者
・
原
告
な
ど
67
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

裁
判
で
は
、
原
告
の
八
戸
市

の
川
森
れ
い
さ
ん
が
意
見
陳
述

を
し
ま
し
た
。
川
森
さ
ん
は
、

中
学
校
卒
業
後
飲
食
店
に
勤
務

し
た
後
結
婚
、
娘
を
出
産
、
８

年
後
離
婚
、
娘
の
親
権
を
夫
に

と
ら
れ
た
た
め
、
以
来
一
人
ぐ

ら
し
で
東
京
や
神
奈
川
な
ど
の

温
泉
旅
館
で
仲
居
と
し
て
働
き

ま
し
た
。
娘
が
十
和
田
市
に
い

る
こ
と
か
ら
市
内
の
温
泉
旅
館

で
働
い
て
き
ま
し
た
が
、
８
年

前
に
旅
館
が
閉
鎖
、
失
業
、
生

活
保
護
を
受
け
ま
し
た
。
兄
の

葬
式
に
出
席
す
る
た
め
に
１
か

月
ほ
ど
納
豆
を
食
べ
て
交
通
費

を
工
面
し
た
こ
と
、
風
呂
や
食

事
を
我
慢
し
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
、
生
活
保
護
費
の
改
善
を

切
々
と
訴
え
ま
し
た
。

　

青
い
森
公
園
で
報
告
集
会
を

開
催
、
次
回
の
２
月
16
日
の
裁

判
で
は
傍
聴
席
を
満
杯
に
す
る

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

県教育会館での報告集会

４人の原告と４人の弁護団


